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(57)【要約】
【課題】　ユーザーからの操作量に対してより好適な移
動量でインジケーターを移動させる。
【解決手段】　被写体の距離情報を取得する取得手段と
、特定の処理を実行する基準となる位置を示すインジケ
ーターを移動させるためのユーザーによる移動操作を受
け付ける受付手段と、前記移動操作の操作量と、前記取
得手段で取得した距離情報と、に基づく移動量で前記イ
ンジケーターを移動するように制御する制御手段とを有
することを特徴とする。
【選択図】　図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体の距離情報を取得する取得手段と、
　特定の処理を実行する基準となる位置を示すインジケーターを移動させるためのユーザ
ーによる移動操作を受け付ける受付手段と、
　前記移動操作の操作量と、前記取得手段で取得した距離情報と、に基づく移動量で前記
インジケーターを移動するように制御する制御手段と
　を有することを特徴とする電子機器。
【請求項２】
　前記制御手段は、前記移動操作の操作量と、前記取得手段で取得した距離情報に基づく
距離であって、前記インジケーターの移動前の位置における被写体までの距離と、に基づ
く移動量で前記インジケーターを移動するように制御することを特徴とする請求項１に記
載の電子機器。
【請求項３】
　前記制御手段は、前記移動操作の所定の操作量に対し、前記インジケーターの移動前の
位置が第１の被写体の位置であった場合の方が、前記第１の被写体よりも遠くの第２の被
写体の位置であった場合よりも、少ない移動量で移動するように制御することを特徴とす
る請求項２に記載の電子機器。
【請求項４】
　前記制御手段は、前記移動操作の所定の操作量に対し、前記インジケーターの移動前の
位置が前記第２の被写体よりも遠くの被写体の位置であっても、前記第１の被写体から所
定範囲内であれば、前記の第２の被写体の位置であった場合よりも、少ない移動量で移動
するように制御することを特徴とする請求項３に記載の電子機器。
【請求項５】
　前記制御手段はさらに、前記移動操作の特定の操作量に対し、前記移動操作の操作方向
に応じて異なる移動量で前記インジケーターを移動するように制御することを特徴とする
請求項１乃至４のいずれか１項に記載の電子機器。
【請求項６】
　前記制御手段は、前記移動操作の所定の操作量に対し、前記移動操作の操作方向が、前
記インジケーターを特定の位置から第１の被写体の方向に移動させる操作方向である場合
の方が、前記インジケーターを前記特定の位置から前記第１の被写体よりも遠くの第２の
被写体の方向に移動させる操作方向である場合よりも、少ない移動量で前記インジケータ
ーを移動するように制御することを特徴とする請求項５に記載の電子機器。
【請求項７】
　前記制御手段は、前記移動操作によって前記インジケーターが第１の被写体の位置から
前記第１の被写体よりも遠い第２の被写体の位置に移動した場合に、前記インジケーター
が前記第１の被写体の位置でなくなってから所定時間は、前記移動操作に応じて、前記第
２の被写体の距離情報ではなく前記第１の被写体の距離情報に基づく移動量で前記インジ
ケーターを移動するように制御することを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記
載の電子機器。
【請求項８】
　前記制御手段は更に、前記取得手段で取得した距離情報による分類で同一の被写体に前
記インジケーターが滞在した滞在時間に基づく移動量で前記インジケーターを移動するよ
うに制御することを特徴とする請求項１乃至７のいずれか１項に記載の電子機器。
【請求項９】
　前記制御手段は、前記インジケーターの位置に基づいて前記特定の処理を実行するよう
に制御することを特徴とする請求項１乃至８のいずれか１項に記載の電子機器。
【請求項１０】
　前記特定の処理は、オートフォーカスであり、前記インジケーターはオートフォーカス
における焦点調節領域を示すインジケーターであることを特徴とする請求項９に記載の電
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子機器。
【請求項１１】
　前記特定の処理は、自動露出、オートホワイトバランス、追尾対象の決定のうち少なく
とも１つであることを特徴とする請求項９に記載の電子機器。
【請求項１２】
　被写体までの距離を測距する測距手段を更に有し、
　前記距離情報は、前記測距手段から被写体までの距離を示す情報であることを特徴とす
る請求項１乃至１１のいずれか１項に記載の電子機器。
【請求項１３】
　前記受付手段は、操作部材の操作面に対してタッチしてスライドする操作を前記移動操
作として受け付け、
　前記操作量は前記スライドの移動量であることを特徴とする請求項１乃至１２のいずれ
か１項に記載の電子機器。
【請求項１４】
　前記操作部材は、前記移動操作とは異なる押し込み操作も可能な操作部材であることを
特徴とする請求項１３に記載の電子機器。
【請求項１５】
　撮影の指示を行うシャッターボタンを更に有し、
　前記操作部材は、右手の人差し指で前記シャッターボタンを押下可能な状態で前記電子
機器を当該右手で保持した場合に、当該右手の親指で前記操作面に対して前記移動操作が
可能な位置に配置されていることを特徴とする請求項１３または１４に記載の電子機器。
【請求項１６】
　前記操作部材は撮像手段で撮像された画像を表示可能な表示手段の表示面を操作面とす
るタッチパネルであることを特徴とする請求項１３に記載の電子機器。
【請求項１７】
　接眼式のファインダーと、
　前記ファインダーに接眼することで視認可能なファインダー内表示手段と、
　前記インジケーターを前記ファインダー内表示手段に表示するように制御する表示制御
手段と
　を更に有することを特徴とする請求項１乃至１６のいずれか１項に記載の電子機器。
【請求項１８】
　前記被写体を撮像する撮像手段を更に有することを特徴とする請求項１乃至１６のいず
れか１項に記載の電子機器。
【請求項１９】
　被写体の距離情報を取得する取得ステップと、
　特定の処理を実行する基準となる位置を示すインジケーターを移動させるためのユーザ
ーによる移動操作を受け付ける受付ステップと、
　前記移動操作の操作量と、前記取得手段で取得した距離情報と、に基づく移動量で前記
インジケーターを移動するように制御する制御ステップと
　を有することを特徴とする電子機器の制御方法。
【請求項２０】
　コンピュータを、請求項１乃至１８のいずれか１項に記載された電子機器の各手段とし
て機能させるためのプログラム。
【請求項２１】
　コンピュータを、請求項１乃至１８のいずれか１項に記載された電子機器の各手段とし
て機能させるためのプログラムを格納したコンピュータが読み取り可能な記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子機器及びその制御方法、プログラム、記憶媒体に関し、特にユーザーか
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らの操作に応じてインジケーターを移動する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子機器の一種である撮像装置では、ユーザーが任意に選択することができるフォーカ
スポイントの数が増加し、フォーカスを合わせたいポイントを細かく選択することが可能
になっている。フォーカスポイントの増加に伴い、例えば、フォーカス選択位置を示すイ
ンジケーターを撮像範囲の端から端へ大きく且つ素早く動かしたい場合と隣接位置へ少し
だけシビアに（細かく）動かしたい場合とで、操作性を両立させることが求められる。
【０００３】
　特許文献１には、タッチ＆ドラッグで移動可能なフォーカス選択位置を示すフォーカス
枠のサイズに応じてフォーカス枠の移動量を変化させることで操作性を高めた撮像装置の
制御方法を提案している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１８－１２５６１２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１に記載の手法では、ユーザーからの操作量に対するフォーカス枠の移動量が
、フォーカス枠のサイズに依存して決定されている。そのため、ユーザーからの操作量に
対するフォーカス枠の移動量は、必ずしも被写体の状況に応じた好適な移動量とはならな
い。フォーカス枠に限らず、ユーザーからの操作量に応じた量だけ移動する何らかのイン
ジケーターについて同様のことがいえる。
【０００６】
　そこで本発明は、ユーザーからの操作量に対してより好適な移動量でインジケーターを
移動させることができる電子機器及びその制御方法、プログラム、記憶媒体を提供するこ
とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の目的を達成するため、本発明による電子機器は、
　被写体の距離情報を取得する取得手段と、
　特定の処理を実行する基準となる位置を示すインジケーターを移動させるためのユーザ
ーによる移動操作を受け付ける受付手段と、
　前記移動操作の操作量と、前記取得手段で取得した距離情報と、に基づく移動量で前記
インジケーターを移動するように制御する制御手段と
を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、ユーザーからの操作量に対してより好適な移動量でインジケーターを
移動させることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】デジタルカメラ１００の外観図である。
【図２】デジタルカメラ１００の構成ブロック図である。
【図３】ＡＦ－ＯＮボタンの構造を説明する図である。
【図４】撮影モード処理のフローチャートである。
【図５】被写体像と、被写体距離別の枠移動量の係数を説明する図である。
【図６】被写体像と、被写体距離別の枠移動量の係数を説明する図である。
【発明を実施するための形態】
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【００１０】
　以下に、本発明の実施形態について、添付図面を参照して詳細に説明する。
【００１１】
　図１（ａ），（ｂ）は、本発明に係る電子機器の一例としてのデジタルカメラ１００（
具体的には、デジタル一眼レフカメラの本体）の外観図である。具体的には、図１（ａ）
はデジタルカメラ１００を前面側（被写体側）から見た図であり、撮影レンズユニット（
不図示）を外した状態を示す。図１（ｂ）は、デジタルカメラ１００を背面側（ファイン
ダー１６を覗く撮影者側）から見た図である。
【００１２】
　図１（ａ）に示すように、デジタルカメラ１００には、横持ちでの撮影時にデジタルカ
メラ１００を使用するユーザーがデジタルカメラ１００を安定して握って操作することが
できるよう、前方に突出した第１グリップ部１０１が設けられている。またデジタルカメ
ラ１００には、縦持ちでの撮影時にデジタルカメラ１００を使用するユーザーがデジタル
カメラ１００を安定して握って操作することができるよう、前方に突出した第２グリップ
部１０２が設けられている。
【００１３】
　レリーズボタン１０３，１０５は、撮影指示を行うための操作部材である。メイン電子
ダイヤル１０４，１０６は回転操作部材であり、メイン電子ダイヤル１０４，１０６を回
すことで、シャッター速度や絞り等の設定値の変更等が行える。レリーズボタン１０３、
１０５、及びメイン電子ダイヤル１０４，１０６は、操作部７０に含まれる。レリーズボ
タン１０３とメイン電子ダイヤル１０４は横持ち撮影用、レリーズボタン１０５とメイン
電子ダイヤル１０６は縦持ち撮影用として主に使用することができる。
【００１４】
　図１（ｂ）において、表示部２８は画像や各種情報を表示する。表示部２８はタッチ操
作を受け付け可能（タッチ検出可能）なタッチパネル７０ａと重畳、もしくは一体となっ
て設けられる。ＡＦ－ＯＮボタン１，２は、焦点調節位置を設定したり、ＡＦを開始した
りするための操作部材であり、操作部７０に含まれる。本実施形態では、ＡＦ－ＯＮボタ
ン１、２は、タッチ操作や押し込み操作を受け付けることが可能なタッチ操作部材である
。ユーザーは、横持ちで（デジタルカメラ１００を横位置で構えた状態で）、ファインダ
ー１６を覗いたまま、ＡＦ－ＯＮボタン１に対して、第１グリップ部１０１を握った右手
の親指で、タッチ操作や、任意の２次元方向へのスライド操作を行うことができる。また
、ユーザーは、縦持ちで、ファインダー１６を覗いたまま、ＡＦ－ＯＮボタン２に対して
、第２グリップ部１０２を握った右手の親指で、タッチ操作や、任意の２次元方向へのス
ライド操作を行うことができる。縦持ちとは、デジタルカメラ１００を横位置と９０度異
なる縦位置で構えた状態である。デジタルカメラ１００を操作するユーザーは、ＡＦ－Ｏ
Ｎボタン１又はＡＦ－ＯＮボタン２に対するスライド操作で、表示部２８に表示されたＡ
Ｆ枠（ＡＦでのフォーカス選択位置を示すインジケーター）の位置を撮像範囲内で移動さ
せることができる。また、ユーザーは、ＡＦ－ＯＮボタン１又はＡＦ－ＯＮボタン２への
押し込み操作で、ＡＦ枠の位置に基づくＡＦを即座に開始させることができる。ＡＦ－Ｏ
Ｎボタン１は横持ち撮影用、ＡＦ－ＯＮボタン２は縦持ち撮影用として主に使用すること
ができる。
【００１５】
　ＡＦ－ＯＮボタン１、２の配置について説明する。図１（ｂ）に示すように、ＡＦ－Ｏ
Ｎボタン１、２はデジタルカメラ１００の背面に配置されている。そして、ＡＦ－ＯＮボ
タン２は、デジタルカメラ１００の背面のうち、他の頂点よりも、第１グリップ部１０１
に沿った辺（第１の辺）と第２グリップ部１０２に沿った辺（第２の辺）との成す頂点に
近い位置に配置されている。また、ＡＦ－ＯＮボタン２の方が、ＡＦ－ＯＮボタン１より
も、第１グリップ部１０１に沿った辺と第２グリップ部１０２に沿った辺との成す上記頂
点に近い位置に配置されている。デジタルカメラ１００の背面のうち第１グリップ部１０
１に沿った辺（第１の辺）とは、図１（ｂ）における左右にある２つの縦辺のうち右側の
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辺である。デジタルカメラ１００の背面のうち第２グリップ部１０２に沿った辺（第２の
辺）とは、図１（ｂ）における上下にある２つの横辺のうち下側の辺である。ここで、上
述した頂点は、デジタルカメラ１００の背面を多角形とみなした場合の当該多角形の頂点
（仮想的な頂点）である。デジタルカメラ１００の背面が理想的な多角形であれば、上述
した頂点は、当該多角形の頂点（デジタルカメラ１００の実際の頂点）であってもよい。
第１の辺は、図１（ｂ）における左右方向の右側の辺（縦辺）であり、第２の辺は図１（
ｂ）における上下方向の下側の辺（横辺）であり、第１の辺と第２の辺との成す上述の頂
点は、図１（ｂ）における右下の頂点である。更に、ＡＦ－ＯＮボタン２は、第１グリッ
プ部１０１に沿った辺（第１の辺）のうち、ＡＦ－ＯＮボタン１がある側の端部（すなわ
ち上端部）よりも、反対側の端部（下端部）に近い位置に配置されている。また、レリー
ズボタン１０３は、第１グリップ部１０１を握った右手の人差し指で操作可能（押下可能
）な位置に配置されており、レリーズボタン１０５は、第２グリップ部１０２を握った右
手の人差し指で操作可能な位置に配置されている。そして、ＡＦ－ＯＮボタン１のほうが
、ＡＦ－ＯＮボタン２よりも、レリーズボタン１０３に近い位置に配置されており、ＡＦ
－ＯＮボタン２のほうが、ＡＦ－ＯＮボタン１よりも、レリーズボタン１０５に近い位置
に配置されている。
【００１６】
　なお、ＡＦ－ＯＮボタン１、２は、タッチパネル７０ａとは異なる操作部材であり、表
示機能は備えていない。また、後に、ＡＦ－ＯＮボタン１、２への操作で選択された測距
位置を示すＡＦ枠を移動させる例について説明するが、ＡＦ－ＯＮボタン１、２への操作
に応じて実行される機能は特に限定されない。例えば、表示部２８に表示され、かつ移動
させることができるものであれば、ＡＦ－ＯＮボタン１、２へのスライド操作で移動させ
るインジケーターはいかなるものであってもよい。例えば、マウスカーソルのような、ポ
インティングカーソルであってもよいし、複数の選択肢（メニュー画面に表示された複数
の項目等）のうち選択された選択肢を示すカーソルであってもよい。また、ＡＦ－ＯＮボ
タン１へのスライド操作とＡＦ－ＯＮボタン２へのスライド操作とで異なるインジケータ
ーが移動するように構成されていてもよい。ＡＦ－ＯＮボタン１、２への押し込み操作で
実行される機能は、ＡＦ－ＯＮボタン１、２へのスライド操作で実行される機能に関する
他の機能であってもよい。
【００１７】
　モード切り替えスイッチ６０は、各種モードを切り替えるための操作部材である。電源
スイッチ７２は、デジタルカメラ１００の電源のＯＮとＯＦＦを切り替える操作部材であ
る。サブ電子ダイヤル７３は、選択枠の移動や画像送り等を行う回転操作部材である。８
方向キー７４ａ、７４ｂは、上、下、左、右、左上、左下、右上、右下方向にそれぞれ押
し倒し可能な操作部材であり、８方向キー７４ａ、７４ｂの押し倒された方向に応じた処
理が可能である。８方向キー７４ａは横持ち撮影用、８方向キー７４ｂは縦持ち撮影用と
して主に使用することができる。ＳＥＴボタン７５は、主に選択項目の決定等に用いられ
る操作部材である。静止画／動画切り替えスイッチ７７は、静止画撮影モードと動画撮影
モードを切り替える操作部材である。ＬＶボタン７８は、ライブビュー（以下「ＬＶ」と
記す）のＯＮとＯＦＦを切り替える操作部材である。ＬＶがＯＮとなると後述するミラー
１２が光軸から退避した退避位置に移動（ミラーアップ）して被写体光が後述する撮像部
２２に導かれ、ＬＶ画像の撮像が行われるＬＶモードとなる。ＬＶモードでは、ＬＶ画像
で被写体像を確認することができる。ＬＶがＯＦＦとなるとミラー１２が光軸上に移動（
ミラーダウン）して被写体光が反射され、被写体光がファインダー１６に導かれ、被写体
の光学像（光学の被写体像）がファインダー１６から視認可能なＯＶＦモードとなる。再
生ボタン７９は、撮影モード（撮影画面）と再生モード（再生画面）とを切り替える操作
部材である。撮影モード中に再生ボタン７９を押下することで再生モードに移行し、記録
媒体２００（図２で後述する）に記録された画像のうち最新の画像を表示部２８に表示可
能である。Ｑボタン７６は、クイック設定をするための操作部材であり、撮影画面におい
てＱボタン７６を押下すると設定値の一覧として表示されていた設定項目を選択可能にな
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り、更に設定項目を選択すると各設定項目の設定画面へと遷移することができるようにな
る。モード切り替えスイッチ６０、電源スイッチ７２、サブ電子ダイヤル７３、８方向キ
ー７４ａ、７４ｂ、ＳＥＴボタン７５、Ｑボタン７６、静止画／動画切り替えスイッチ７
７、ＬＶボタン７８、再生ボタン７９は、操作部７０に含まれる。メニューボタン８１は
、操作部７０に含まれ、デジタルカメラ１００の各種設定を行うための操作部材である。
メニューボタン８１が押されると各種の設定可能なメニュー画面が表示部２８に表示され
る。ユーザーは、表示部２８に表示されたメニュー画面と、サブ電子ダイヤル７３、８方
向キー７４ａ、７４ｂ、ＳＥＴボタン７５、メイン電子ダイヤル１０４，１０６を用いて
直感的に各種設定を行うことができる。ファインダー１６は、レンズユニットを通して得
た被写体の光学像の焦点や構図の確認を行うための覗き込み型（接眼式）のファインダー
である。ＩＮＦＯボタン８２は操作部７０に含まれ、デジタルカメラ１００の各種情報を
表示部２８に表示することができる。
【００１８】
　図２は、デジタルカメラ１００の構成例を示すブロック図である。レンズユニット１５
０は、交換可能な撮影レンズを搭載するレンズユニットである。レンズ１５５は、通常、
フォーカスレンズ群、ズームレンズ群等の複数枚のレンズから構成されるが、図２では簡
略して１枚のレンズのみで示している。レンズユニット１５０は、ユーザー操作に応じて
光学ズームが可能であり、後述のレンズシステム制御回路１５４は光学ズーム位置を取得
・通知可能である。通信端子６は、レンズユニット１５０がデジタルカメラ１００側と通
信を行うための通信端子である。通信端子１０は、デジタルカメラ１００がレンズユニッ
ト１５０側と通信を行うための通信端子である。レンズユニット１５０は、これら通信端
子６，１０を介してシステム制御部５０と通信する。そして、レンズユニット１５０は、
内部のレンズシステム制御回路１５４によって、絞り駆動回路１５２を介して絞り１５１
の制御を行い、ＡＦ駆動回路１５３を介してレンズ１５５の位置を変位させることで焦点
を合わせる。レンズユニット１５０を装着可能な装着部を介してレンズユニット１５０は
表示部２８のある本体側に装着される。レンズユニット１５０として単焦点レンズやズー
ムレンズ等の様々な種類のものを装着することができる。
【００１９】
　ＡＥセンサ１７は、レンズユニット１５０、クイックリターンミラー１２を通ってフォ
ーカシングスクリーン１３上に結像した被写体（被写体光）の輝度を測光する。焦点検出
部１１は、クイックリターンミラー１２を介して入射する像（被写体光）を撮像し、シス
テム制御部５０にデフォーカス量情報を出力する位相差検出方式のＡＦセンサである。シ
ステム制御部５０は、デフォーカス量情報に基づいてレンズユニット１５０を制御し、位
相差ＡＦを行う。また、システム制御部５０は、絞りの設定値と光学ズーム位置の少なく
とも一方に基づき、被写界深度を算出する。なお、ＡＦの方法は、位相差ＡＦでなくても
よく、コントラストＡＦでもよい。また、位相差ＡＦは、焦点検出部１１を用いずに、撮
像部２２の撮像面で検出されたデフォーカス量に基づいて行ってもよい（撮像面位相差Ａ
Ｆ）。
【００２０】
　クイックリターンミラー１２（以下「ミラー１２」と称する）は、露光、ライブビュー
撮影、動画撮影の際にシステム制御部５０から指示されて、不図示のアクチュエータによ
りアップダウンされる。ミラー１２は、レンズ１５５から入射した光束をファインダー１
６側と撮像部２２側とに切り替えるためのミラーである。ミラー１２は通常時はファイン
ダー１６へと光束を導く（反射させる）ように配されているが（ミラーダウン）、撮影や
ライブビュー表示が行われる場合には、撮像部２２へと光束を導くように上方に跳ね上が
り光束中から待避する（ミラーアップ）。またミラー１２はその中央部が光の一部を透過
することができるようにハーフミラーとなっており、光束の一部を、焦点検出を行うため
の焦点検出部１１に入射するように透過させる。
【００２１】
　ユーザーは、ペンタプリズム１４とファインダー１６を介して、フォーカシングスクリ
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ーン１３上に結像した像を観察することで、レンズユニット１５０を通して得た被写体の
光学像の焦点状態や構図の確認が可能となる。
【００２２】
　フォーカルプレーンシャッター２１は、システム制御部５０の制御で撮像部２２の露光
時間を制御するためのものである。
【００２３】
　撮像部２２は光学像を電気信号に変換するＣＣＤやＣＭＯＳ素子等で構成される撮像素
子（撮像センサ）である。Ａ／Ｄ変換器２３は、撮像部２２から出力されるアナログ信号
をデジタル信号に変換するために用いられる。
【００２４】
　画像処理部２４は、Ａ／Ｄ変換器２３からのデータ、又は、メモリ制御部１５からのデ
ータに対し所定の処理（画素補間、縮小といったリサイズ処理や色変換処理）を行う。ま
た、画像処理部２４では、撮像した画像データを用いて所定の演算処理が行われ、得られ
た演算結果に基づいてシステム制御部５０が露光制御、測距制御を行う。これにより、Ｔ
ＴＬ（スルー・ザ・レンズ）方式のＡＦ（オートフォーカス）処理、ＡＥ（自動露出）処
理、ＥＦ（フラッシュプリ発光）処理が行われる。画像処理部２４では更に、撮像した画
像データを用いて所定の演算処理が行われ、得られた演算結果に基づいてＴＴＬ方式のＡ
ＷＢ（オートホワイトバランス）処理も行われる。
【００２５】
　メモリ３２は、撮像部２２によって得られＡ／Ｄ変換器２３によりデジタルデータに変
換された画像データや、表示部２８に表示するための画像データを格納する。メモリ３２
は、所定枚数の静止画像や所定時間の動画像および音声を格納するのに十分な記憶容量を
備えている。メモリ３２は、メモリカード等の着脱可能な記録媒体であっても、内蔵メモ
リであってもよい。
【００２６】
　表示部２８は画像（再生画像やライブビュー画像）を表示するための背面モニタであり
、図１（ｂ）に示すようにデジタルカメラ１００の背面に設けられている。Ｄ／Ａ変換器
１９は、メモリ３２に格納されている画像表示用のデータをアナログ信号に変換して表示
部２８に供給する。表示部２８は、画像を表示するディスプレイであれば、液晶方式のデ
ィスプレイであっても、有機ＥＬ等の他の方式のディスプレイであってもよい。
【００２７】
　ファインダー内表示部４１には、ファインダー内表示部駆動回路４２を介して、ＡＦが
現在実行されている測距点を示すＡＦ枠や、カメラの設定状態を表すアイコン等が表示さ
れる。ファインダー外表示部４３には、ファインダー外表示部駆動回路４４を介して、シ
ャッター速度や絞りをはじめとするデジタルカメラ１００の様々な設定値が表示される。
【００２８】
　姿勢検知部５５は、デジタルカメラ１００の角度による姿勢を検出するためのセンサで
ある。姿勢検知部５５で検知された姿勢に基づいて、撮像部２２で撮影された画像が、デ
ジタルカメラ１００を横に構えて撮影された画像であるか、縦に構えて撮影された画像で
あるかを判別可能である。システム制御部５０は、姿勢検知部５５で検知された姿勢に応
じた向き情報を撮像部２２で撮像された画像の画像ファイルに付加したり、画像を回転し
て記録したりすることが可能である。姿勢検知部５５としては、加速度センサやジャイロ
センサ等を用いることができる。姿勢検知部５５である、加速度センサやジャイロセンサ
を用いて、デジタルカメラ１００の動き（パン、チルト、持ち上げ、静止しているか否か
等）を検知することも可能である。
【００２９】
　不揮発性メモリ５６は、システム制御部５０によって電気的に消去・記録可能なメモリ
であり、例えばＥＥＰＲＯＭ等が用いられる。不揮発性メモリ５６には、システム制御部
５０の動作用の定数、プログラム等が記憶される。ここで言うプログラムとは、本実施形
態にて後述する各種フローチャートを実行するためのプログラムのことである。
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【００３０】
　システム制御部５０は、少なくとも１つのプロセッサ（回路を含む）を内蔵し、デジタ
ルカメラ１００全体を制御する。システム制御部５０は、不揮発性メモリ５６に格納され
たプログラムを実行することで、後述する本実施形態の各処理を実現する。システムメモ
リ５２では、システム制御部５０の動作用の定数、変数、不揮発性メモリ５６から読み出
したプログラム等を展開する。また、システム制御部５０はメモリ３２、Ｄ／Ａ変換器１
９、表示部２８等を制御することにより表示制御も行う。
【００３１】
　システムタイマー５３は各種制御に用いる時間や、内蔵された時計の時間を計測する計
時部である。モード切り替えスイッチ６０は、システム制御部５０の動作モードを静止画
撮影モード、動画撮影モード等のいずれかに切り替える。静止画撮影モードには、Ｐモー
ド（プログラムＡＥ）、Ｍモード（マニュアル）等が含まれる。或いは、モード切り替え
スイッチ６０でメニュー画面に一旦切り換えた後に、メニュー画面に含まれるこれらのモ
ードのいずれかに、他の操作部材を用いて切り替えるようにしてもよい。同様に、動画撮
影モードにも複数のモードが含まれていてもよい。Ｍモードでは、絞り値、シャッター速
度、ＩＳＯ感度をユーザーが設定でき、ユーザー目的の露出で撮影を行うことができる。
【００３２】
　第１シャッタースイッチ６２は、レリーズボタン１０３，１０５の操作途中、いわゆる
半押し（撮影準備指示）でＯＮとなり第１シャッタースイッチ信号ＳＷ１を発生する。シ
ステム制御部５０は、第１シャッタースイッチ信号ＳＷ１により、ＡＦ（オートフォーカ
ス）処理、ＡＥ（自動露出）処理、ＡＷＢ（オートホワイトバランス）処理、ＥＦ（フラ
ッシュプリ発光）処理等の動作を開始する。またＡＥセンサ１７による測光も行う。
【００３３】
　第２シャッタースイッチ６４は、レリーズボタン１０３，１０５の操作完了、いわゆる
全押し（撮影指示）でＯＮとなり、第２シャッタースイッチ信号ＳＷ２を発生する。シス
テム制御部５０は、第２シャッタースイッチ信号ＳＷ２により、撮像部２２からの信号読
み出しから記録媒体２００に画像ファイルとして画像を記録するまでの一連の撮影処理の
動作を開始する。
【００３４】
　電源制御部８３は、電池検出回路、ＤＣ－ＤＣコンバータ、通電するブロックを切り替
えるスイッチ回路等により構成され、電池の装着の有無、電池の種類、電池残量の検出を
行う。また、電源制御部８３は、その検出結果及びシステム制御部５０の指示に基づいて
ＤＣ－ＤＣコンバータを制御し、必要な電圧を必要な期間、記録媒体２００を含む各部へ
供給する。電源スイッチ７２はデジタルカメラ１００の電源のＯＮとＯＦＦを切り替える
ためのスイッチである。
【００３５】
　電源部３０は、アルカリ電池やリチウム電池等の一次電池やＮｉＣｄ電池やＮｉＭＨ電
池、Ｌｉ電池等の二次電池、ＡＣアダプター等からなる。記録媒体Ｉ／Ｆ１８は、メモリ
カードやハードディスク等の記録媒体２００とのインターフェースである。記録媒体２０
０は、撮影された画像を記録するためのメモリカード等の記録媒体であり、半導体メモリ
や磁気ディスク等から構成される。
【００３６】
　上述したように、デジタルカメラ１００は、操作部７０の一つとして、表示部２８（タ
ッチパネル７０ａ）に対する接触を検知可能なタッチパネル７０ａを有する。タッチパネ
ル７０ａと表示部２８とは一体的に構成することができる。例えば、タッチパネル７０ａ
を光の透過率が表示部２８の表示を妨げないように構成し、表示部２８の表示面の上層に
取り付ける。そして、タッチパネル７０ａにおける入力座標と、表示部２８上の表示座標
とを対応付ける。これにより、恰もユーザーが表示部２８上に表示された画面を直接的に
操作可能であるかのようなＧＵＩ（グラフィカルユーザーインターフェース）を構成する
ことができる。システム制御部５０はタッチパネル７０ａへの以下の（１）～（５）のタ
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ッチ操作或いは状態を検知することができる。
【００３７】
　（１）タッチパネル７０ａにタッチしていなかった指やペンが新たにタッチパネル７０
ａにタッチしたこと。すなわち、タッチの開始（以下、タッチダウン（Ｔｏｕｃｈ－Ｄｏ
ｗｎ）と称する）。
　（２）タッチパネル７０ａを指やペンでタッチしている状態であること（以下、タッチ
オン（Ｔｏｕｃｈ－Ｏｎ）と称する）。
　（３）指やペンがタッチパネル７０ａをタッチしたまま移動していること（以下、タッ
チムーブ（Ｔｏｕｃｈ－Ｍｏｖｅ）と称する）。
　（４）タッチパネル７０ａへタッチしていた指やペンをタッチパネル７０ａから離した
こと。すなわち、タッチの終了（以下、タッチアップ（Ｔｏｕｃｈ－Ｕｐ）と称する）。
　（５）タッチパネル７０ａに何もタッチしていない状態（以下、タッチオフ（Ｔｏｕｃ
ｈ－Ｏｆｆ）と称する）。
【００３８】
　タッチダウンが検知されると、同時にタッチオンも検知される。タッチダウンの後、タ
ッチアップが検知されない限りは、通常はタッチオンが検知され続ける。タッチムーブが
検知されるのもタッチオンが検知されている状態である。タッチオンが検知されていても
、タッチ位置が移動していなければタッチムーブは検知されない。タッチしていた全ての
指やペンがタッチアップしたことが検知された後は、タッチオフとなる。
【００３９】
　これらの操作・状態や、タッチパネル７０ａ上に指やペンがタッチしている位置座標は
内部バスを通じてシステム制御部５０に通知され、システム制御部５０は通知された情報
に基づいてタッチパネル７０ａ上にどのような操作が行われたかを判定する。タッチムー
ブについてはタッチパネル７０ａ上で移動する指やペンの移動方向についても、位置座標
の変化に基づいて、タッチパネル７０ａ上の垂直成分・水平成分ごとに判定することがで
きる。またタッチパネル７０ａ上をタッチダウンから一定のタッチムーブを経てタッチア
ップをしたとき、ストロークを描いたこととする。素早くストロークを描く操作をフリッ
クと呼ぶ。フリックは、タッチパネル７０ａ上に指をタッチしたままある程度の距離だけ
素早く動かして、そのまま離すといった操作であり、言い換えればタッチパネル７０ａ上
を指ではじくように素早くなぞる操作である。所定距離以上を、所定速度以上でタッチム
ーブしたことが検知され、そのままタッチアップが検知されるとフリックが行われたと判
定することができる。また、所定距離以上を、所定速度未満でタッチムーブしたことが検
知された場合はドラッグが行われたと判定するものとする。タッチパネル７０ａは、抵抗
膜方式や静電容量方式、表面弾性波方式、赤外線方式、電磁誘導方式、画像認識方式、光
センサ方式等、様々な方式のタッチパネルのうちいずれの方式のものを用いてもよい。タ
ッチパネルに対する接触があったことでタッチがあったと検知する方式や、タッチパネル
に対する指やペンの接近があったことでタッチがあったと検知する方式があるが、いずれ
の方式でもよい。
【００４０】
　システム制御部５０は、ＡＦ－ＯＮボタン１、２からの通知（出力情報）により、ＡＦ
－ＯＮボタン１、２へのタッチ操作や押し込み操作を検知することができる。システム制
御部５０は、ＡＦ－ＯＮボタン１，２の出力情報に基づいて、ＡＦ－ＯＮボタン１，２上
における指等の動きの方向（以降、移動方向と称する）を、上、下、左、右、左上、左下
、右上、右下の８方向で算出する。更に、システム制御部５０は、ＡＦ－ＯＮボタン１、
２の出力情報に基づいて、ｘ軸方向、ｙ軸方向の２次元方向でＡＦ－ＯＮボタン１，２上
における指等の動きの量（以降、移動量（ｘ，ｙ）と称する）を算出する。システム制御
部５０は、更にＡＦ－ＯＮボタン１、２への以下の操作或いは状態を検知することができ
る。システム制御部５０は、ＡＦ－ＯＮボタン１とＡＦ－ＯＮボタン２のそれぞれについ
て個別に、移動方向や移動量（ｘ，ｙ）を算出したり、以下の（６）～（１０）の操作・
状態を検知したりする。
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【００４１】
　（６）ＡＦ－ＯＮボタン１又はＡＦ－ＯＮボタン２にタッチしていなかった指等が新た
にＡＦ－ＯＮボタン１又はＡＦ－ＯＮボタン２にタッチしたこと。すなわち、タッチの開
始（以下、タッチダウン（Ｔｏｕｃｈ－Ｄｏｗｎ）と称する）。
　（７）ＡＦ－ＯＮボタン１又はＡＦ－ＯＮボタン２を指等でタッチしている状態である
こと（以下、タッチオン（Ｔｏｕｃｈ－Ｏｎ）と称する）。
　（８）指等がＡＦ－ＯＮボタン１又はＡＦ－ＯＮボタン２をタッチしたまま移動してい
ること（以下、タッチムーブ（Ｔｏｕｃｈ－Ｍｏｖｅ）あるいはスライドと称する）。
　（９）ＡＦ－ＯＮボタン１又はＡＦ－ＯＮボタン２へタッチしていた指をＡＦ－ＯＮボ
タン１又はＡＦ－ＯＮボタン２から離したこと。すなわち、タッチの終了（以下、タッチ
アップ（Ｔｏｕｃｈ－Ｕｐ）と称する）。
　（１０）ＡＦ－ＯＮボタン１又はＡＦ－ＯＮボタン２に何もタッチしていない状態（以
下、タッチオフ（Ｔｏｕｃｈ－Ｏｆｆ）と称する）。
【００４２】
　タッチダウンが検知されると、同時にタッチオンも検知される。タッチダウンの後、タ
ッチアップが検知されない限りは、通常はタッチオンが検知され続ける。タッチムーブが
検知されるのもタッチオンが検知されている状態である。タッチオンが検知されていても
、移動量（ｘ，ｙ）が０であれば、タッチムーブは検知されない。タッチしていた全ての
指等がタッチアップしたことが検知された後は、タッチオフとなる。
【００４３】
　システム制御部５０は、これらの操作・状態や移動方向、移動量（ｘ，ｙ）に基づいて
ＡＦ－ＯＮボタン１、２上にどのような操作（タッチ操作）が行われたかを判定する。タ
ッチムーブについては、ＡＦ－ＯＮボタン１，２上での指等の移動として、上、下、左、
右、左上、左下、右上、右下の８方向又はｘ軸方向とｙ軸方向の２次元方向の移動を検知
する。システム制御部５０は、８方向のいずれかの方向への移動又はｘ軸方向とｙ軸方向
の２次元方向の片方もしくは両方への移動が検知された場合は、スライド操作が行われた
と判定するものとする。本実施形態では、ＡＦ－ＯＮボタン１、２は、赤外線方式のタッ
チセンサであるものとする。このような光学式の操作部材を、光学トラッキングポインタ
（ＯＴＰ）と称するものとする。ただし、抵抗膜方式、表面弾性波方式、静電容量方式、
電磁誘導方式、画像認識方式、光センサ方式等、別の方式のタッチセンサであってもよい
。
【００４４】
　図３（ａ）、（ｂ）を用いて、ＡＦ－ＯＮボタン１の構造について説明する。ＡＦ－Ｏ
Ｎボタン２の構造はＡＦ－ＯＮボタン１の構造と同様のため、その説明は省略する。
【００４５】
　カバー３１０はＡＦ－ＯＮボタン１の外装カバーである。窓３１１はＡＦ－ＯＮボタン
１の外装カバーの一部であり、投光部３１２から投光された光を透過する。カバー３１０
は、デジタルカメラ１００の外装カバー３０１よりも外に突起しており、押し込み可能と
なっている。投光部３１２は、窓３１１に向かう光を照射する発光ダイオード等の発光デ
バイスである。投光部３１２から発せられる光は、可視光ではない光（赤外線）等が望ま
しい。窓３１１の表面（ＡＦ－ＯＮボタン１の操作面）に指３００がタッチしている場合
には、投光部３１２から照射された光が、タッチしている指３００の表面に反射し、反射
光が受光部３１３によって受光（撮像）される。受光部３１３は、撮像センサである。受
光部３１３で撮像された画像に基づき、ＡＦ－ＯＮボタン１の操作面に操作体（指３００
）が触れていない状態であるか、操作体がタッチしたか、タッチしている操作体がタッチ
したまま移動しているか（スライド操作しているか）等を検知することができる。カバー
３１０は弾性部材３１４で接地面３１６に設置されており、指３００が窓３１１の表面を
押し、カバー３１０が押し込まれることで、押し込み検知のためのスイッチ３１５にカバ
ー３１０が触れる。これによってＡＦ－ＯＮボタン１が押し込まれたことが検知される。
【００４６】
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　図３（ａ）は、ＡＦ－ＯＮボタン１の操作面に指３００がタッチしているが、ＡＦ－Ｏ
Ｎボタン１を押し込んでいない状態の概略図である。図３（ｂ）は、ＡＦ－ＯＮボタン１
の操作面を指３００が押圧することで、ＡＦ－ＯＮボタン１が押し込まれ、ＡＦ－ＯＮボ
タン１が押されたことが検知される状態の概略図である。図３（ｂ）の押し込まれた状態
から、指３００をＡＦ－ＯＮボタン１の操作面から離せば、弾性部材３１４の力によって
ＡＦ－ＯＮボタン１はスイッチ３１５に触れない図３（ａ）の状態に戻る。なお、弾性部
材３１４を接地面３１６に設置する例を説明したが、接地面３１６ではなく、外装カバー
３０１に設置してもよい。また、ＡＦ－ＯＮボタン１は、操作面への押し込みと、操作面
でのタッチ操作とを検知可能なものであれば、図３（ａ），（ｂ）に示した構造に限るも
のではなく、他の構造としてもよい。
【００４７】
　次に、ＡＦ－ＯＮボタン１、２またはタッチパネル７０ａに対するスライド操作を受付
けたことに応じて、ＡＦ枠（ＡＦの際の焦点調節領域／測距点を示すインジケーター）を
移動する制御について説明する。本実施形態では、撮影範囲内について距離情報を取得し
、各被写体の距離に応じて異なる敏感度（同じ操作量に対するＡＦ枠の移動量の度合）で
ＡＦ枠を移動させる。すなわち、移動操作（スライド）の操作量（タッチする指の移動し
た距離）と、被写体の距離情報と、に基づく移動量でＡＦ枠を移動させる。例えば、同じ
スライド操作に対し、ＡＦ枠の移動前の位置が、被写体距離がＬ１である第１の被写体の
位置であった場合の方が、被写体距離がより遠いＬ２（＞Ｌ１）である第２の被写体の位
置であった場合よりも、少ない移動量で移動させる。なお、被写体距離とは、デジタルカ
メラ１００から該当する被写体までの距離である。より詳しくは、焦点検出部１１から該
当する被写体までの距離である。このようにすることで、よりカメラに近い被写体にＡＦ
枠があるときに微調整がしやすいようにしている。これは、一般的にカメラに近い被写体
の方が、被写界深度が浅いためである。例えばカメラに非常に近い位置の人物被写体であ
れば、顔のうち目にＡＦ枠を置いて目にピントを合わせた場合は鼻の頭はボケ、鼻の頭に
ＡＦ枠を置いて鼻の頭にピントを合わせた場合は目がボケるといったことが起こりうる。
従って厳密なＡＦ枠の位置の調整が要求されるため、ＡＦ枠の移動敏感度を低くする。一
方、遠くの被写体では一般的に被写界深度が深く、ＡＦ枠が遠くの人物の目に位置するか
鼻に位置するかでボケ具合はあまり変わらない。従って厳密なＡＦ枠の位置の調整は要求
されず、素早くＡＦ枠を移動できることが優先される。従ってＡＦ枠の移動敏感を高くす
る。なお、被写体距離が近い場合の方が敏感度を低くするのは、一般的にカメラに近い位
置の被写体の方が主要被写体であることが多いことも理由の１つである。主要被写体でな
い可能性が高い被写体距離の遠い被写体上にＡＦ枠がある場合には、敏感度を高くするた
め、主要被写体である可能性の高い被写体距離の近い被写体にＡＦ枠を素早く移動させる
ことができる。主要被写体である可能性が高い被写体距離の近い被写体上にＡＦ枠がある
場合には、敏感度を低くするため、主要被写体内のどの位置にＡＦ枠を置くかの微調整が
容易となる。また、少ない操作量でＡＦ枠が主要被写体から大きく外れてしまうといった
ことも起こりにくくできる。
【００４８】
　図４に、デジタルカメラ１００における撮影モード処理のフローチャートを示す。この
処理は、不揮発性メモリ５６に記録されたプログラムを、システムメモリ５２に展開し、
システム制御部５０が実行することにより実現する。デジタルカメラ１００を撮影モード
で起動すると図４の処理が開始される。
【００４９】
　Ｓ４０１では、システム制御部５０は、焦点検出部１１（あるいは像面位相差検出の可
能な撮像部２２）を用いて、測距処理を行い、撮像範囲のデフォーカスマップ（撮像範囲
内の各位置についてのデフォーカス量を示すマップ）を作製する。具体的には、撮像範囲
内の各位置について位相差方式による焦点検出を行って撮像範囲内の各位置についてデフ
ォーカス量を取得する。そして、現在の焦点距離（装着されているレンズにより得られる
情報で、合焦している被写体がカメラからどの距離に居るかがわかる）とデフォーカス量
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に基づき、撮像範囲内の各位置について被写体距離を算出（取得）する。これにより、撮
像範囲内の各位置についての被写体距離を示す距離マップを生成する。
【００５０】
　Ｓ４０２では、システム制御部５０は、Ｓ４０１で取得した撮像範囲内の各位置につい
ての被写体距離（距離マップ）に基づき、被写体領域を検出し、距離別に分類する。図５
（ａ）、図５（ｂ）を用いてこの分類について説明する。図５（ａ）は撮影範囲の被写体
像の例である。撮影範囲には、被写体５０１（人物ａ）、被写体５０２（人物ｂ）、被写
体５０３（山）、背景（空など）が含まれる。ＡＦ枠５００は現在の焦点調節領域を示す
。図５（ａ）のような被写体の状況である場合、Ｓ５０２では図５（ｂ）のような分類を
行う。すなわち、次の４つの領域に分類する。
・被写体距離がＬ１である領域５１１（被写体５０１に対応する領域）
・被写体距離がＬ２である領域５１２（被写体５０２に対応する領域）
・被写体距離がＬ３である領域５１３（被写体５０３に対応する領域）
・被写体距離がＬ４である領域５１４（背景に対応する領域）
　なお、Ｌ１＜Ｌ２＜Ｌ３＜Ｌ４であるものとする。
【００５１】
　Ｓ４０３では、システム制御部５０は、Ｓ５０２で分類した領域毎にＡＦ枠の移動量の
係数（敏感度に相当）を、領域毎の被写体距離に基づいて決定する。例えば以下のように
決定する。
・領域５１１の係数は、Ｌ１に対応するａ１
・領域５１２の係数は、Ｌ２に対応するａ２
・領域５１３の係数は、Ｌ３に対応するａ３
・領域５１４の係数は、Ｌ４に対応するａ４
　なお、０＜ａ１＜ａ２＜ａ３＜ａ４であるものとする。
【００５２】
　Ｓ４０４では、システム制御部５０は、撮影範囲内の被写体が移動したか否かを判定す
る。例えば、図５（ｂ）から図５（ｃ）のように人物ａが移動した場合に、被写体が移動
したと判定する。被写体が移動した場合にはＳ４０５に進み、そうでない場合にはＳ４０
７に進む。
【００５３】
　Ｓ４０５では、システム制御部５０は、被写体追尾を行っているか（追尾中か）否かを
判定する。追尾とは、ユーザーから指定された追尾対象の被写体（追尾被写体）にＡＦ枠
を設定し、色やコントラストなどの追尾条件に基づき、撮像範囲内で追尾被写体が移動し
ても自動的に追従してＡＦ枠を合わせる処理である。すなわち、追尾中は追尾被写体が移
動すると、ＡＦ枠も追尾被写体に追従するように自動的に位置が変更される。追尾中であ
る場合にはＳ４０６に進み、そうでない場合にはＳ４０１に進む。
【００５４】
　このように、Ｓ４０４で被写体が移動したと判定され、追尾中でないと判定された場合
には、Ｓ４０１～Ｓ４０３で距離に基づく被写体の分類と移動系巣の決定が再実行される
。これによって、図５（ｂ）から図５（ｃ）のように人物ａが移動した場合に、係数ａ１
が設定される領域５１１は図５（ｃ）の領域５１１´のように左から右へ移動する。すな
わち、被写体の移動に追従して更新される。なおこの処理は、ＡＦ枠５００の移動操作中
にも行われるものとする。従って、図５（ｂ）に示すＡＦ枠５００の位置から、ＡＦ枠５
００を左に移動させるスライド操作中に、被写体ａが右に移動して図５（ｃ）の状況とな
った場合には、１回の移動操作の途中でも、移動係数が変更される。すなわち、ＡＦ枠５
００の位置が領域５１４から領域５１１´に進入した時点で係数ａ４からａ１（＜ａ４）
に切り替わる。従って、一定の速度でスライド操作を行っていた場合にも、ＡＦ枠５００
の移動速度は領域５１４から領域５１１に入ると遅くなる。
【００５５】
　Ｓ４０６では、システム制御部５０は、追尾対象の被写体が移動しても、追尾対象に追
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従してＡＦ枠を移動させる。すなわち、表示部２８またはファインダー内表示部４１に表
示されたＡＦ枠が移動する。
【００５６】
　Ｓ４０７では、システム制御部５０は、ＡＦ枠の移動操作があったか否か（移動操作を
受付けたか否か）を判定する。具体的には、ＡＦ－ＯＮボタン１または２に対するスライ
ド操作、あるいはタッチパネル７０ａに対するスライド操作があったか否かを判定する。
ＡＦ枠の移動操作があった（スライド操作があった）と判定した場合はＳ４０８に進み、
そうでない場合にはＳ４０９に進む。
【００５７】
　Ｓ４０８では、システム制御部５０は、現在のＡＦ枠５００（移動前のＡＦ枠５００）
の位置が、Ｓ４０３で分類した被写体距離別の領域のどの領域かに応じた移動係数をかけ
た移動量で、ＡＦ枠５００を移動させる。すなわち、移動量＝操作量×係数（Ａ）で移動
させる。具体的には、（ΔＸ、ΔＹ）の操作量のスライド操作に応じて、ＡＦ枠５００を
、移動前の位置Ｐ０（ｘ０、ｙ０）から、位置Ｐ１（ｘ０＋ＡΔＸ、ｙ０＋ＡΔＹ）まで
移動させる。係数Ａは、Ｐ０が属する領域に応じて異なる変数であり、例えば図５（ａ）
の状況であれば前述したａ１、ａ２、ａ３、ａ４のいずれかである。
【００５８】
　Ｓ４０９では、システム制御部５０は、シャッターボタン６１が半押しされＳＷ１がオ
ンとなったか否かを判定する。ＳＷ１のオンは、ＡＦの実行指示でもある。ＳＷ１がオン
となった場合はＳ４１０にすすみ、そうでない場合はＳ４１４に進む。Ｓ４１０では、シ
ステム制御部５０は、ＡＦ枠５００の位置でオートフォーカスを行う。また、自動露出、
オートホワイトバランスなどの他の撮影準備処理も行う。Ｓ４１１では、システム制御部
５０は、シャッターボタン６１が全押しされ、ＳＷ２がオンとなったか否かを判定する。
ＳＷ２のオンは、撮影指示でもある。ＳＷ２がオンとなった場合はＳ４１２に進んで前の
撮影処理を行い、そうでない場合にはＳ４１３に進む。Ｓ４１３では、ＳＷ１のオンが保
持されているか否かを判定し、保持されていればＳ４１１に戻り、解除されていればＳ４
１４に進む。
【００５９】
　Ｓ４１４では、システム制御部５０は、再生モードなどの他のモードへの移行指示や電
源オフなどの、撮影モードの終了イベントがあったか否かを判定する。終了イベントが無
かった場合にはＳ４０１に戻って処理を繰り返し、終了イベントがあった場合には図４の
処理を終了する。
【００６０】
　以上説明した処理によれば、移動操作（スライド操作）の操作量と、距離情報と、に基
づく移動量でＡＦ枠（インジケーター）を移動するように制御するため、ユーザーからの
操作量に対してより好適な移動量でインジケーターを移動させることができる。特に、Ａ
Ｆ枠が遠くの被写体に対応する位置にある場合よりも、近くの被写体に対応する位置にあ
る場合の方が敏感度を小さくするため、手前の主要被写体に対してＡＦ枠の位置を微調整
することが容易となる。
【００６１】
　なお、上記実施形態においては、Ｓ４０２において、撮像範囲内の各位置についての被
写体距離（距離マップ）に基づき、被写体領域を検出し、距離別に分類する例を説明した
。この時、同一の距離に分類される被写体の領域として、同一距離の被写体に対応する領
域とその被写体の外側であるがその被写体に対応する領域の周囲何ｍｍかのマージン領域
（近傍領域）とを同一の被写体に対応する領域として分類してもよい。例えば、図４（ｂ
）の状況において以下のように係数を設定してもよい。
・被写体距離がＬ１である領域５１１（被写体５０１に対応する領域）とその周囲所定範
囲内の領域は係数ａ１（Ｌ１に対応する係数）
・被写体距離がＬ２である領域５１２（被写体５０２に対応する領域）とその周囲所定範
囲内の領域は係数ａ２（Ｌ２に対応する係数）
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・被写体距離がＬ３である領域５１３（被写体５０３に対応する領域）とその周囲所定範
囲内の領域は係数ａ３（Ｌ３に対応する係数）
　なお、被写体距離が近い側の領域が優先で、上記の定義のうち複数に合致する重複領域
は、被写体距離の近い側で定義した係数となる。
【００６２】
　また、上述の実施形態では単純に被写体の距離に応じて係数を設定する構成としたが、
ＡＦ枠５００の動きに応じて係数を変化させても良い。例えば、被写体５０２に対応する
領域５１２にＡＦ枠５００が滞在する時間が、被写体５１１に対応する領域５１１の範囲
にＡＦ枠５００が滞在する時間より長い場合を考える。この場合は、被写体５０２が主要
被写体であると判断して、領域５２１に係数ａ１、領域５１１に係数ａ２（＞ａ１）を設
定しても良い。すなわち、距離情報による分類で同一の被写体にＡＦ枠が滞在した滞在時
間に基づく移動量でＡＦ枠を移動するように制御してもよい。このような制御を行うとユ
ーザーの撮影意図をＡＦ枠５００の操作感に反映させることが可能となる。
【００６３】
　また、上記ではレンズユニット１５０の焦点距離が一定の場合を説明したが、レンズユ
ニット１５０の焦点距離によって係数を設定しても良い。焦点距離が長いほど被写界深度
は浅くなるので、係数を小さくすることが望ましい。
【００６４】
　続いて図６（ａ）、図６（ｂ）を用いて変形例について説明を行う。ここではＡＦ枠が
被写体から意図せず外れてしまった場合の操作性を確保する方法を説明する。
【００６５】
　図６（ａ）は背景６０５よりも近い被写体距離に被写体６０２が、被写体６０２よりも
近い被写体距離に被写体６０１が位置している撮影範囲の例である。この撮影範囲の被写
体像がファインダー１６を通して視認可能、あるいは表示部２８にライブビュー画像とし
て表示される。被写体６０１に対応する領域には係数ａ１が、背景６０５に対応する領域
には係数ａ５（＞ａ１）が設定されているものとする。
【００６６】
　ここで、被写体６０１の周辺領域６２１（被写体６０１の境界から外側の所定範囲）に
ＡＦ枠５００が位置する際の挙動を説明する。ＡＦ枠５００が方向Ｄ１に移動する場合に
は係数をａ５（背景６０５に対応する係数）とする。ＡＦ枠５００が同じ位置から方向Ｄ
２に移動する場合は係数をａ１（被写体６０１に対応する係数）とする。このように、ス
ライド操作の操作方向によって異なる係数を用いた制御を行うことで、ＡＦ枠５００が被
写体６０１に近づく方向には敏感度が高いため動き易く、被写体６０１から離れる方向に
は敏感度が低いため動きづらくなる。従って、ユーザーが操作を誤って、ＡＦ枠５００が
被写体６０１の範囲から外れた場合でも、急激にＡＦ枠５００が移動して被写体６０１か
ら離れた場所まで移動してしまう事を防止する事が可能となる。なお、方向Ｄ１、方向Ｄ
２の係数はａ５、ａ１に限定されるものではなく、方向Ｄ１に移動する場合の係数が方向
Ｄ２に移動する場合の係数より大きい関係を維持すれば、上述した効果を得る事が可能で
ある。
【００６７】
　図６（ｂ）は、図６（ａ）と同様の被写体の状況の撮影範囲の例である。被写体６０１
に対応する領域には係数ａ１が、背景６０５に対応する領域には係数ａ５（＞ａ１）が設
定されているものとする。周辺領域６２１（被写体６０１の境界から外側の所定範囲）に
は、移動方向別に、被写体６０１から離れる方向の移動係数にはａ０を設定する。被写体
６０１に近づく方向の移動係数は背景６０５に対応する移動係数ａ５とする。ａ０＜ａ１
＜ａ５であるものとする。ここでＡＦ枠５００が矢印Ｄ３、Ｄ４，Ｄ５に沿って、図示の
矢印の方向に移動する場合を考える。ＡＦ枠５００が矢印Ｄ３に沿って移動する際は上記
のように係数ａ１が適用されるので、微調整が容易となる。ＡＦ枠５００が被写体５０１
の輪郭（境界）の位置Ｐ１（被写体６０１と周辺領域６２１の境界）までくると係数ａ０
が適用される。係数ａ０は、係数ａ１よりもさらに小さいため、同じ速度でスライド操作
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している場合には、ここでＡＦ枠５００が輪郭にいったん引っ掛かるような動きとなる。
ＡＦ枠５００が周辺領域６２１と背景６０５の境界の位置Ｐ２まで来て、周辺領域６２１
を離れて背景６０５の領域に入ると係数ａ５が適用される。係数ａ５は、係数ａ１よりも
大きいため、同じ速度でスライド操作している場合には、ここでＡＦ枠５００の移動速度
が上がる。このような制御を行う事でＡＦ枠５００がユーザーの意図と反して被写体６０
１を外れそうになった場合でも、周辺領域６２１でＡＦ枠５００の動きが鈍くなるため、
スライド操作を止めてＡＦ枠５００の移動を止めることができる。従ってＡＦ枠５００が
被写体６０１から遠く離れた位置まで誤って移動してしまう事を防止出来る。また、この
係数ａ０を用いた制御は、ＡＦ枠５００が被写体６０１から離れる方向に移動する場合の
み有効となるので、背景６０５から被写体６０１にＡＦ枠５００を移動するような場合の
操作には支障をきたす事はない。
【００６８】
　また図８（ｂ）において、周辺領域６０１に係数ａ０を適用する代わりに、時間に応じ
た制御を行っても良い。ＡＦ枠５００が被写体６０１の内側から境界の位置Ｐ１を超えて
被写体６０１の外側に出た場合、一定時間（０５秒程度）は係数ａ０が適用されるように
制御する。このようにすることで、ユーザーの意図と反して、一時的にＡＦ枠５０４０が
被写体６０１を外れてしまった場合でも、ＡＦ枠５００は被写体６０１から遠く離れた場
所まで移動してしまう事を防ぐ事が可能である。なおａ０＝０としてもよい。このように
することで、境界の位置Ｐ１でＡＦ枠がいったん止まり、被写体６０１の領域から誤って
外にでないようにすることができる。
【００６９】
　なお、上述の実施形態では、移動操作に応じて移動可能なインジケーターの例としてＡ
Ｆ枠５００の位置を移動する例を説明したが、本発明は、他のインジケーターを移動する
際にも本発明は適用可能である。例えば、自動露出（ＡＦ）の基準位置を示すインジケー
ター、ホワイトバランスの基準位置を示すインジケーター、追尾対象を決定するためのイ
ンジケーター、マウスカーソルなどの位置入力ようのインジケーターなどを移動する際に
も本発明を適用可能である。
【００７０】
　また、移動操作の例として、タッチパネル７０ａとＡＦ－ＯＮボタンへのスライド操作
を例に挙げたが、これに限らず、他の移動操作に本発明を適用することも可能である。例
えば、上下左右の方向操作部材（例えば十字キー）に対する方向キー操作に応じて、上述
したような係数をかけた移動量でインジケーターを移動させることができる。例えば、係
数ａ１が設定されている場合には、方向キーの１回の操作に応じて、Ｎ×ａ１の距離だけ
インジケーターを移動させる。係数ａ２が設定されている場合には、方向キーの１回の操
作に応じて、Ｎ×ａ２の距離だけインジケーターを移動させる。このようにすることでも
、方向キーの操作回数に対してインジケーターの位置微調整するのか、大きく移動させる
のかを好適に使い分けることが可能となる。操作量はスライド操作のスライド距離や、方
向キーの押下回数に限らず、方向キーの押下時間などとすることもできる（所定時間ごと
にＮ×係数分、インジケーターを移動させる）。操作量として回転ダイヤルの回転量や、
ジョイスティックの傾け量などを適用することも可能である。
【００７１】
　以上、本発明について実施の形態に基づいて説明したが、本発明は上記の実施形態に限
定されず、その要旨の範囲内で種々の変形及び変更が可能である。
【００７２】
　例えば、被写体の距離情報に加えて、撮像部２２から得られた画像に基づいて、被写体
の顔や体、色などを検出し、上述した係数を変化させても良い。
【００７３】
　なお、システム制御部５０が行うものとして説明した上述の各種制御は１つのハードウ
ェアが行ってもよいし、複数のハードウェア（例えば、複数のプロセッサーや回路）が処
理を分担することで、装置全体の制御を行ってもよい。
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【００７４】
　また、本発明をその好適な実施形態に基づいて詳述してきたが、本発明はこれら特定の
実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の様々な形態も本発
明に含まれる。さらに、上述した各実施形態は本発明の一実施形態を示すものにすぎず、
各実施形態を適宜組み合わせることも可能である。
【００７５】
　また、上述した実施形態においては、本発明をデジタルカメラ１００に適用した場合を
例にして説明した。しかしこれに限らず、被写体の距離情報を取得でき、ユーザー操作に
応じて距離情報に基づく移動量でインジケーターを移動させることが可能な電子機器であ
れば適用可能である。すなわち、本発明はパーソナルコンピュータやＰＤＡ、携帯電話端
末（スマートフォンなど）や携帯型の画像ビューワ、ディスプレイを備えるプリンタ装置
、デジタルフォトフレーム、音楽プレーヤー、ゲーム機、電子ブックリーダーなどに適用
可能である。
【００７６】
　また、撮像に関するインジケーターに移動に本発明を適用する場合、撮像装置本体に限
らず、有線または無線通信を介して撮像装置（ネットワークカメラを含む）と通信し、撮
像装置を遠隔で制御する制御装置にも本発明を適用可能である。撮像装置を遠隔で制御す
る装置としては、例えば、スマートフォンやタブレットＰＣ、デスクトップＰＣなどの装
置がある。制御装置側で行われた操作や制御装置側で行われた処理に基づいて、制御装置
側から撮像装置に各種動作や設定を行わせるコマンドを通知することにより、撮像装置を
遠隔から制御可能である。また、撮像装置で撮影したライブビュー画像を有線または無線
通信を介して受信して制御装置側で表示できるようにしてもよい。
【００７７】
　（他の実施形態）
　本発明は、以下の処理を実行することによっても実現される。即ち、上述した実施形態
の機能を実現するソフトウェア（プログラム）をネットワーク又は各種記憶媒体を介して
システム或いは装置に供給し、そのシステム或いは装置のコンピュータ（又はＣＰＵやＭ
ＰＵ等）がプログラムコードを読み出して実行する処理である。この場合、そのプログラ
ム、及び該プログラムを記憶した記憶媒体は本発明を構成することになる。
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